
◎主な内容

市総合計画後期基本計画を策定（関連２、３㌻）

高齢者生活の悩み相談は地域包括支援センターへ（関連４、５㌻）

あなたの悩みと解決先をつなぐ民生委員・児童委員一覧（関連６、７㌻）

◎表紙
大更こども園の園児と桜

農
みのり
と輝

ひかり
の大地―八幡平市

広
報

Jun. Jun. 20212021
No.No.312312

６６



市の未来を描く第２次市総合計画後期基本計画を策定

総
合
計
画
と
は

　
総
合
計
画
は
、
市
の
各
種
施
策
の
基
本

的
指
針
と
な
る
も
の
で
、
ま
ち
づ
く
り
の

道
し
る
べ
と
な
る
も
の
で
す
。
市
は
、
平

成
28
年
度
か
ら
令
和
７
年
度
ま
で
の
10
年

間
を
第
２
次
市
総
合
計
画
の
期
間
に
定

め
、将
来
像
を「
農み

の
り

と
輝ひ

か
り

の
大
地
～
と
も
に

暮
ら
し
、し
あ
わ
せ
感
じ
る
八
幡
平
市
～
」

と
設
定
し
て
い
ま
す
。

５
つ
の
基
本
目
標

　

将
来
像
達
成
の
た
め
の
基
本
目
標
を

「
❶
未
来
へ
の
希
望
に
も
え
る
ま
ち
づ
く

り
❷
と
も
に
学
び
働
き
、
暮
ら
し
豊
か
な

ま
ち
づ
く
り
❸
心
身
と
も
に
健
康
で
、
活

力
に
満
ち
た
ま
ち
づ
く
り
❹
自
然
を
は
ぐ

く
み
、
景
観
に
す
ぐ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
❺

ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
す
る
、
人
情
あ
ふ
れ

る
ま
ち
づ
く
り
」の
５
つ
の
項
目
で
構
成

し
、
計
画
に
の
っ
と
り
基
本
目
標
に
沿
っ

た
施
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

前
期
と
後
期
で
見
直
し

　
計
画
は
、５
年
区
切
り
に
前
期
と
後
期
に

分
け
る
こ
と
で
、社
会
情
勢
の
動
向
や
変
化

10年間のまちづくりの指針となる第２次市総合計画は、令和２年度で前期
計画の５年間が終了し、本年度から後期計画が始まります。市民が住んで
しあわせを感じ、安心して子育てができるまちづくりのため、展開してい
く施策を抜粋し、紹介します。
■問い合わせ先　企画財政課秘書政策係（☎・内線1２11）

これから先５年間の道しるべ

へ
の
柔
軟
な
対
応
を
図
る
ほ
か
、市
民
の
声

を
反
映
し
、推
進
状
況
の
確
認
と
併
せ
て
計

画
と
実
態
が
乖か

い
り離
し
な
い
よ
う
に
見
直
し

ま
す
。よ
り
住
み
や
す
い
地
域
を
目
指
す
た

め
に
成
果
目
標
を
定
め
、時
代
の
流
れ
に
則

し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
図
り
ま
す
。

推
進
す
る
事
業
の
一
部
を
紹
介

　
基
本
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、
目
標
ご

と
に
推
進
し
て
い
く
事
業
の
一
部
を
紹
介

し
ま
す
。
ま
た
、
併
せ
て
基
本
目
標
を
支

え
る
社
会
基
盤
整
備
と
行
政
経
営
方
針
事

業
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。
な
お
、
各
目

標
の
金
額
は
５
年
間
の
合
計
で
す
。

矢神飛躍台ノーマルヒル（左）のアプローチを改修

ま
ち
づ
く
り
の
目
標
を
支
え
る

社
会
基
盤
整
備
と
行
政
経
営
方
針

（
１
２
７
億
３
１
０
０
万
円
）

1未
来
へ
の
希
望
に

も
え
る
ま
ち
づ
く
り

（
18
億
９
千
万
円
）

2

3

4

5 ▼
定
住
対
策　
移
住
相
談
の
実
施
、
移
住

支
援
金
、
移
住
定
住
情
報
の
発
信

▼
住
宅
水
洗
化
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援　
水
洗

化
リ
フ
ォ
ー
ム
に
助
成

▼
木
造
住
宅
建
築
支
援　
木
造
住
宅
の
新

築
・
改
築
に
助
成

▼
子
ど
も
医
療
費
助
成　
高
校
生
ま
で
の

医
療
費
を
助
成

▼
放
課
後
児
童
健
全
育
成　
学
童
保
育
ク

ラ
ブ
1３
施
設
の
指
定
管
理
、
業
務
委
託
、
民

間
施
設
の
運
営
費
を
補
助

と
も
に
学
び
働
き
、

暮
ら
し
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

 （
69
億
３
１
０
０
万
円
）

▼
繁
殖
・
育
成
セ
ン
タ
ー
整
備　
牛
預
託
施

設
を
整
備

▼
県
営
農
業
農
村
整
備　
後
藤
川
地
区
水

田
の
ほ
場
を
整
備

▼
い
わ
て
地
域
農
業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
実

践
支
援　
ほ
う
れ
ん
そ
う
、リ
ン
ド
ウ
な
ど

生
産
施
設
、
機
械
導
入
を
支
援

▼
り
ん
ど
う
品
種
開
発　
オ
リ
ジ
ナ
ル
品

種
開
発
、
親
株
の
維
持
・
増
殖

▼
安
代
り
ん
ど
う
品
種
海
外
活
用　
国
際

ブ
ラ
ン
ド
化
と
海
外
需
要
の
拡
大

▼
八
幡
平
・
安
比
地
区
２
次
交
通
機
関
対
策　

自
然
散
策
バ
ス
、宿
泊
者
な
ど
が
対
象
の
バ

ス
を
運
行

▼
ま
ち
の
人
事
部　
市
内
企
業
と
人
材
を

マ
ッ
チ
ン
グ

▼
林
業
新
規
就
業
者
支
援　
新
規
林
業
就

労
す
る
個
人
や
受
け
入
れ
企
業
の
支
援

▼
森
林
経
営
管
理　
森
林
環
境
譲
与
税
を

活
用
し
た
森
林
計
測
や
資
源
解
析
調
査
、

意
向
調
査心

身
と
も
に
健
康
で
、

活
力
に
満
ち
た
ま
ち
づ
く
り

（
45
億
３
１
０
０
万
円
）

▼
母
子
保
健　
子
育
て
世
代
を
対
象
と
し

た
妊
婦
健
診
、
乳
幼
児
健
診
な
ど

▼
生
活
習
慣
病
予
防　
生
活
習
慣
病
予
防

健
診
、
各
種
が
ん
検
診
、
脳
ド
ッ
ク
の
費

用
を
助
成

▼
予
防
接
種　
定
期
予
防
接
種
、
任
意
予

防
接
種
の
費
用
を
助
成

▼
敬
老　

長
寿
祝
金
、
敬
老
記
念
品
贈
呈
、

地
域
で
開
催
す
る
敬
老
事
業
へ
の
補
助

▼
包
括
的
支
援　
高
齢
者
と
そ
の
支
援
者

か
ら
の
相
談
受
け
付
け
、
生
活
支
援
体
制

の
整
備

▼
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一

体
的
実
施　
通
い
の
場
で
の
専
門
職
に
よ

る
健
康
教
育
、
健
康
相
談
の
実
施

▼
障
害
者
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置　

在
宅
障
が
い
者
の
機
能
訓
練
、
社
会
適
応

訓
練
の
実
施

▼
統
合
学
校
整
備　
適
正
配
置
計
画
に
基

づ
い
た
統
合
学
校
整
備
の
検
討

▼
生
涯
学
習
推
進　

生
涯
学
習
推
進
支

援
、
大
会
開
催

▼
教
育
振
興
運
動
推
進　
教
育
振
興
運
動

の
実
践
な
ど
を
支
援

▼
芸
術
文
化
振
興　
芸
術
文
化
協
会
の
支

援
、
芸
術
祭
の
開
催

▼
文
化
財
保
護　

文
化
財
記
録
保
存
や

周
知

▼
体
育
施
設
維
持
管
理　
矢
神
飛
躍
台
の

改
修
や
体
育
施
設
の
指
定
管
理
な
ど

自
然
を
は
ぐ
く
み
、

景
観
に
す
ぐ
れ
た
ま
ち
づ
く
り

（
30
億
９
千
万
円
）

▼
ご
み
収
集
運
搬
　
家
庭
ご
み
の
収
集
運

搬
業
務
を
委
託

▼
清
掃
セ
ン
タ
ー
管
理　

清
掃
セ
ン
タ
ー

の
運
営
管
理

▼
斎
場
管
理
　
斎
場
の
運
営
管
理

▼
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
　
地
熱
発

電
な
ど
理
解
促
進
活
動
の
実
施

ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
す
る
、

人
情
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

（
14
億
３
８
０
０
万
円
）

▼
行
政
連
絡
員
活
動　

行
政
連
絡
員
活
動

の
支
援

▼
自
治
会
活
動
支
援　

自
治
会
活
動
の
支

援
、
自
治
集
会
所
建
設
費
の
補
助

▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
運
営（
指
定

管
理
）　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
管

理
運
営
を
地
域
振
興
協
議
会
に
指
定
管
理

▼
大
更
駅
周
辺
賑
わ
い
創
出　
大
更
駅
前

拠
点
施
設
の
整
備

▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行　
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
運
行

▼
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
整
備　

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
田
山

パ
ー
キ
ン
グ
緊
急
流
入
・
退
出
路
の
整
備

▼
道
路
等
維
持
補
修　
舗
装
面
の
補
修
、

道
路
付
帯
構
造
物
の
補
修

▼
除
雪　
市
道
・
一
部
県
道
の
除
雪

▼
橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
対
策　
橋
り
ょ
う

の
点
検
・
補
修

▼
道
路
軽
舗
装
整
備　
軽
舗
装
の
整
備

▼
老
朽
管
更
新　
上
水
道
老
朽
管
の
更
新

▼
市
町
村
設
置
型
浄
化
槽
整
備　

公
共

下
水
道
、
農
業
集
落
排
水
区
域
外
の
戸
別

浄
化
槽
を
設
置

▼
補
助
金
型
浄
化
槽
設
置
整
備
推
進
事
業　

下
水
道
計
画
区
域
内
に
設
置
す
る
戸
別
浄

化
槽
へ
の
補
助

▼
防
災
マ
ッ
プ
更
新　

防
災
マ
ッ
プ
の

更
新

▼
防
災
情
報
発
信
多
重
化　
多
様
な
方
法

で
の
防
災
情
報
発
信

▼
テ
レ
ビ
難
視
聴
地
域
解
消　
共
同
受
信

施
設
老
朽
化
対
策
の
支
援

▼
元
気
創
造
支
援　
民
間
企
業
や
非
営
利

法
人
の
自
主
的
か
つ
主
体
的
に
行
う
公
共

的
な
事
業
の
支
援

防災マップは危険箇所情報などを見直し 繁殖・育成センター完成予想図
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日
常
生
活
に
悩
み
を
抱
え
た
ま
ま
生
活

し
て
い
た
り
、
高
齢
な
親
の
暮
ら
し
を
家

族
だ
け
で
支
え
る
の
が
大
変
と
悩
ん
だ
り

し
て
い
ま
せ
ん
か
。
専
門
的
な
知
識
を
持

つ
相
談
先
に
、
ど
こ
か
心
当
た
り
は
あ
り

ま
す
か
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
以
下
、
セ

ン
タ
ー
）で
は
、
介
護
保
険
・
介
護
予
防
、

認
知
症
、
財
産
管
理
、
高
齢
者
虐
待
、
高

齢
者
の
抱
え
る
生
活
の
悩
み
に
つ
い

て
、幅
広
く
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
セ

ン
タ
ー
は
、
市
役
所
本
庁
舎
健
康
福
祉

課
内
に
設
置
し
て
お
り
、
市
在
住
の
65

歳
以
上
の
高
齢
者
ま
た
は
そ
の
家
族
な

ど
が
利
用
で
き
ま
す
。
相
談
に
は
主
任

介
護
支
援
専
門
員
、
社
会
福
祉
士
、
保

健
師
と
い
っ
た
専
門
の
職
員
が
チ
ー
ム

と
な
っ
て
対
応
し
、
介
護
・
医
療
・
保

健
・
福
祉
な
ど
の
面
か
ら
、
総
合
的
に

支
援
を
し
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
と
同
じ
役
割
を
持
ち
、
各
地

域
に
根
差
す
相
談
窓
口「
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー（
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ブ
ラ
ン

チ
）」（
以
下
、ブ
ラ
ン
チ
）で
も
、相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。

　
相
談
は
、来
所
や
電
話
で
で
き
る
ほ
か
、

家
庭
を
訪
問
し
て
応
じ
る
こ
と
も
可
能
で

す
。
悩
み
や
困
り
ご
と
が
あ
る
と
き
、
解

決
方
法
は
１
人
で
考
え
ず
、
ま
ず
は
セ
ン

タ
ー
や
ブ
ラ
ン
チ
に
気
軽
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

高齢者の生活の困りごとは

地域包括支援センター、
在宅介護支援センターに相談を

■市全域
八幡平市地域包括支援センター

▶住所　野駄第21地割170番地
　　　　八幡平市役所健康福祉課内
▶電話番号　0195-74-2111
▶相談窓口開設時間　平日午前8時半から
午後5時15分まで

■西根地区
西根在宅介護支援センター

▶住所　田頭第24地割３6番地
　　　　西根会指定居宅介護支援事業所内
▶電話番号　0195-75-1255
▶相談窓口開設時間　平日午前8時半から
午後5時半まで

■松尾地区
松尾在宅介護支援センター
▶住所　柏台2丁目8番2号
　　　　指定居宅介護支援事業所のぞみ内
▶電話番号　0195-71-1012
▶相談窓口開設時間　平日午前９時から午
後5時半まで、土曜日午前９時から午後０
時半まで

■安代地区
りんどう苑在宅介護支援センター

▶住所　丑山口27番地5
　　　　安代会居宅介護支援事業所内
▶電話番号　0195-7３-2860
▶相談窓口開設時間　平日午前8時半から
午後5時半まで

　父が退院、脳梗塞の後
遺症が残りそう。お風呂
やトイレの介助、食事の
準備、自分にできるだろ
うか。こんなとき、誰か
に相談できれば…。

（包括支援センターブランチ）
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民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は
？

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
厚
生
労
働

大
臣
が
委
嘱
す
る
非
常
勤
特
別
職
の
地

方
公
務
員
で
、
皆
さ
ん
の
福
祉
に
関
わ

る
日
常
生
活
で
の
困
り
ご
と
を
聴
く
身

近
な
相
談
相
手
で
す
。
地
域
の
実
情
を

よ
く
知
り
、
福
祉
活
動
に
理
解
と
熱
意

が
あ
る
人
の
中
か
ら
、
自
治
会
な
ど
の

推
薦
で
候
補
者
が
選
ば
れ
ま
す
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
活
動
し
て
い
る
た
め
、
交

通
費
や
研
修
費
な
ど
の
活
動
経
費
は
支

給
さ
れ
ま
す
が
、
報
酬
は
支
給
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
市
に
は
１
０
５
人（
１
つ
の
地

区
で
選
考
中
）の
民
生
委
員
・
児
童
委
員

が
委
嘱
さ
れ
活
動
し
て
い
ま
す
。
３
年

に
１
度
、
全
国
で
一
斉
改
選
が
行
わ
れ
、

再
任
も
可
能
で
す
。 

　
 

主
任
児
童
委
員
と
は
？

　
子
ど
も
や
子
育
て
に
関
す
る
支
援
を
専

門
に
担
当
し
、
学
校
や
区
域
担
当
の
民
生

委
員
・
児
童
委
員
と
連
携
し
て
子
ど
も
た

ち
を
見
守
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
子
ど

も
が
生
ま
れ
た
世
帯
に
は
、
委
員
手
作
り

の「
お
祝
い
フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム
」を
プ
レ
ゼ

ン
ト
す
る
活
動
な
ど
も
し
て
い
ま
す
。

　

 

声
を
聴
い
て
、
つ
な
ぎ
ま
す

　
地
域
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱
え

て
い
る
人
が
い
ま
す
。
民
生
委
員・児
童
委

員
は
、
支
援
が
必
要
な
人
た
ち
の
相
談
に

耳
を
傾
け
、
必
要
な
支
援
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
行
政
な
ど
の
適
切
な
専
門
機
関
へ

導
く
大
切
な「
つ
な
ぎ
役
」に
な
り
ま
す
。場

合
に
よ
っ
て
は
、専
門
機
関
と
連
携
し
、問

題
を
解
決
す
る
た
め
の
支
援
者
の
一
人
と

し
て
見
守
り
な
ど
の
支
援
を
し
ま
す
。

　
民
生
委
員・児
童
委
員
は
、
地
域
の
見
守

り
や
訪
問
活
動
で「
お
元
気
で
す
か
？
変

わ
り
は
な
い
で
す
か
？
」の
声
掛
け
か
ら

生
ま
れ
る
人
と
人
と
の
心
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。
自
ら
足
を
運
び
、顔

を
合
わ
せ
る
機
会
を
増
や
す
こ
と
、
困
っ

て
い
る
人
に
寄
り
添
い
、
信
頼
関
係
を
築

く
こ
と
で
、
皆
さ
ん
の
よ
り
身
近
な
相
談

役
に
な
ろ
う
と
、
日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
 

安
心
し
て
相
談
し
て
く
だ
さ
い

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
地
域
の
住
民

の
中
か
ら
選
ば
れ
る
た
め
、
相
談
者
と
同

じ
目
線
で
対
応
し
ま
す
。
ま
た
、
法
律
で

相
談
内
容
な
ど
の
秘
密
を
守
る
よ
う
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
相
談
内
容
が
委

員
や
関
係
機
関
以
外
に
伝
わ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員

民
生
委
員
・
児
童
委
員

【
問
い
合
わ
せ
先
】
地
域
福
祉
課
福
祉
総
務
係（
☎
・
内
線
１
１
１
4
）

あ
な
た
の
悩
み
と
解
決
先
の
つ
な
ぎ
役

あ
な
た
の
悩
み
と
解
決
先
の
つ
な
ぎ
役

る
傍
ら
、
他
地
区
の
主
任
児

童
委
員
の
皆
さ
ん
と
集
ま
り
、

子
ど
も
の
生
ま
れ
た
世
帯
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
フ
ォ
ト
フ

レ
ー
ム
の
制
作
を
し
て
い
ま

す
。
昨
年
度
か
ら
デ
ザ
イ
ン
を

一
新
し
た
の
で
、
花
と
色
の

組
み
合
わ
せ
を
考
え
な
が
ら

作
っ
て
い
ま
す
。
訪
問
活
動
で

は
、
悩
み
を
抱
え
る
人
に
適
切

な
支
援
を
提
供
で
き
る
よ
う
、

行
政
や
専
門
機
関
と
連
携
し

な
が
ら
子
育
て
の
孤
立
化
や

児
童
虐
待
を
防
ぐ
環
境
づ
く

り
に
努
め
て
い
ま
す
。

｜ 

｜
活
動
で
や
り
が
い
を
感
じ

る
こ
と
は
？

　

活
動
を
通
じ
て
、
地
域
や

福
祉
へ
の
理
解
が
深
ま
り
、

成
長
を
感
じ
ま
す
。
ま
た
、

関
わ
っ
た
人
の
問
題
が
解
決

し
た
と
き
に
感
謝
さ
れ
る
こ

と
も
あ
り
、
人
の
役
に
立
て

る
こ
と
を
と
て
も
や
り
が
い

に
感
じ
て
い
ま
す
。

｜ 

｜
子
育
て
世
代
へ
一
言

　
抱
え
る
問
題
は
、
多
様
化
・

複
雑
化
し
て
い
ま
す
。
一
人
で

抱
え
込
ま
ず
に
地
区
の
民
生
委

員
や
主
任
児
童
委
員
に
気
軽
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

｜ 

｜
主
任
児
童
委
員
に
な
っ
た

き
っ
か
け
は
？

　

前
任
者
か
ら
の
誘
い
が

き
っ
か
け
で
す
。
保
育
に
携

わ
っ
て
い
た
経
験
を
生
か
し
、

地
域
の
子
を
持
つ
人
た
ち
の

役
に
立
て
る
な
ら
と
思
い
引

き
受
け
ま
し
た
。

｜ 

｜
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て

い
ま
す
か
？

　
児
童
福
祉
の
相
談
支
援
を
す

主任児童委員
工藤 園子 さん（72）＝中村＝

Interview

　昭和2３年生まれ。昭和44年から
旧西根町立保育所で保育士として
勤務。平成21年３月八幡平市立大
更保育所長を退職。平成22年から
主任児童委員を務め、現在11年目
（４期目）。

◆民生委員・児童委員と主任児童委員の一覧（敬称略）　【任期：令和元年12月１日～令和４年11月３0日】
行　政　区 氏　名 行　政　区 氏　名 行　政　区 氏　名

西根地区 ３9 松久保 小笠原　　　功 72 畑１区 立　花　義　弘
１ 駅前一区 田　村　惠　子 40 山崎 佐々木　　　清

7３ 畑１区（一部）、
畑2区（一部） 戸　澤　照　子

2 駅前二区 佐々木　美　香 41 堀切 松　浦　俊　子
３ 上町 里　舘　秀　子 42 寺田新田 滝　川　喜佐男 74 畑2区 村　上　和　子
４ 仲町 佐　藤　初　江 4３ 野口 佐々木　きみゑ 75 荒屋新町 石　田　トシエ
5 下町一区 工　藤　裕　子 44 寺田 伊　藤　　　實 76 新町中央 三　浦　榮　𠮷
6 下町二区 寺　島　聡　子 45 帷子 遠　藤　ミヱ子 77 荒屋 杉　江　茂　子
7 下町三区 元　木　八重子 46 土沢 藤　澤　　　修 78

秋葉
工　藤　久　美

8
松川

髙　橋　正　彦 47 若谷地 佐々木　久　子 79 山　本　恵　子
９ 山子澤　孝　子 48 川原目 小野寺　敦　子 80 曲田横間 齋　藤　悦　子
10 山後 田　村　まき子 49 上関 小野寺　光　正 81 五日市１区 盛　内　康　悦
11 岡村、山子沢 田　村　市　郎 50 荒木田 小野寺　幸　子 82 五日市2区 羽　澤　千代子
12 大石平 三　浦　ミ　ネ 51 舘沢 小野寺　良　男 8３ 五日市３区 滝　沢　信　子
1３ 渋川 竹　田　み　よ 松尾地区 84 五日市４区 伊　藤　義　幸
14 渋川開拓、白屋 本　堂　澄　子 52 安比高原 山　本　　　徹 85

浅沢第１
佐　藤　利　栄

15
北村

佐々木　要　一 5３ 小屋の沢、時森 杣　澤　秋　子 86 北　口　勝　子
16 伊　藤　セ　チ

54 大花森、
松尾（一部） 八　幡　竹　男

87 浅沢第2 齋　藤　文　子
17

両沼
工　藤　久美子 88 苗石田 川　又　登志子

18 阿　部　恭　子 55 松尾 ※選考中 89 新興矢神 角　舘　多恵子
19 中関 田　村　富美男 56 中松尾 葛　　　文　世 90 栗木田、平長 三　浦　静　子
20 五百森 工　藤　曉　子 57 野駄 川　村　幸　子 91 杉沢、田山上 安　保　弘　巳
21 中村 遠　藤　秀　子 58 上野駄 髙　橋　田鶴子 92 田山下 安　保　和　子
22 間羽松 遠　藤　京　子 59 中沢、前森 鳥谷部　ゆかり 9３ 愛の山 安　保　ト　キ
2３ 舘腰 伊　藤　　　敏 60 北寄木 田　村　美知子 94 石名坂 西　川　昌　宏
24 町組 三田村　　　昇 61

南寄木
髙　橋　敬　一 95 折壁 齊　藤　　　武

25 高宮 工　藤　義　昭 62 髙　橋　サキエ 96 日瀬通 齊　藤　政　身
26 薬師 本　堂　新　吉 6３ 寄木新田 中軽米　こう子 97 舘市 山　本　幸　弘
27 上平笠 伊　藤　吟　子 64 上寄木 髙　橋　正　市 98 兄畑 山　本　ハ　ヨ
28 中平笠 伊　藤　恵美子

65 畑、柏台一丁目
（一部） 髙　橋　まゆみ

99 兄川 杉　本　由美子
29 下平笠 伊　藤　紀　子

主任児童委員
３0 南平笠 吉　田　浅　子 66 金沢 小　玉　吉　子
３1 東 藤　原　美喜子 67 八幡平温泉郷 小　松　範　子 地　区 氏　名
３2 大久保 田　村　　　勇

68 柏台一丁目、
二丁目 柳　澤　勝　子

１ 大更 滝　澤　ミツエ
３３ 共新 井　上　節　子 2 田頭 工　藤　園　子
３4 小福田 佐々木　寿　子

69 柏台二丁目（一
部）、三丁目 上　野　千寿子

３ 平舘、寺田 松　浦　　　操
３5 大泉 盛　内　セ　ツ ４ 松尾、野駄 藤　田　三喜子
３6 駅前、わし森 鈴　木　ハマ子 安代地区 5 寄木、柏台 渡　部　京　子
３7 椛沢 伊　藤　和　則 70 細野、豊畑 荒　川　美津子 6 荒沢 畠　山　桂　子
３8 笹目 川　原　二三子 71 畑１区 藤　村　辰　之 7 田山 三　浦　睦　子
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市役所からのHOT LINE

　

市
は「
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
in

I
W
A
T
E
２
０
２
１
」（
岩
手
朝

日
テ
レ
ビ
主
催
）へ
の
出
展
作
品
を

募
集
し
ま
す
。

　
な
お
、参
加
申
し
込
み
後
は
事
前

協
議
を
設
け
、注
意
事
項
の
説
明
や

ど
の
よ
う
な
内
容
で
制
作
を
検
討

し
て
い
る
の
か
聞
き
取
り
を
行
い

ま
す
。

■
内
容　
市
の
魅
力
を
表
現
し
た

15
秒
の
Ｃ
Ｍ
で
、テ
ー
マ
は
問
い
ま

せ
ん
が
、未
発
表
の
作
品

■
参
加
の
流
れ　
❶
参
加
申
込
書

の
提
出
❷
事
前
協
議
❸
作
品
提
出 

❹
市
の
代
表
作
品
選
考
会
❺
番
組

収
録
に
出
場

■
参
加
申
込
期
限　
７
月
2
日
㈮

ふ
る
さ
と
C
M
大
賞
で

市
の
魅
力
を
伝
え
よ
う

【
資
格
に
異
動
が
あ
る
と
き
】

　
社
会
保
険
な
ど
他
の
健
康
保
険

に
加
入
・
脱
退
し
た
と
き
は
、
14

日
以
内
に
届
け
出
が
必
要
で
す
。

就
職
や
退
職
で
自
動
的
に
切
り
替

わ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
忘
れ
ず
市
民
課
に
届
け
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
告
は
済
ん
で
い
ま
す
か
】

　
国
保
税
は
前
年
の
所
得
を
基
に

計
算
す
る
た
め
、
確
定
申
告
な
ど

が
済
ん
で
い
な
い
と
、
正
し
い
算

国
保
税
の
納
税
通
知
書
を

７
月
中
旬
に
発
送
し
ま
す

■
事
前
協
議
日　
７
月
５
日
㈪
か

ら
９
日
㈮
の
間
で
調
整

■
作
品
提
出
期
限　
９
月
３0
日
㈭

■
規
格　
H
D（
16
：
９
）を
基
本

と
し
、D
V
D
ま
た
は
ブ
ル
ー
レ
イ

デ
ィ
ス
ク

■
番
組
収
録
日　
11
月
下
旬

■
番
組
収
録
場
所　
岩
手
朝
日
テ

レ
ビ

■
賞
品　
作
品
提
出
者
へ
市
共
通

商
品
券（
番
組
で
入
賞
す
る
と
、最

大
で
２
万
円
分
）を
交
付
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

企
画
財
政

課
広
報
広
聴
係（
☎
・
内
線
１
２

０
4
）

　

今
日
の
日
本
の
平
和
と
繁
栄
の

礎
と
な
っ
た
戦
没
者
の
尊
い
犠
牲

に
思
い
を
致
し
、
国
と
し
て
改
め

て
弔
慰
の
意
を
表
す
た
め
、
戦
没

者
の
遺
族
に
特
別
弔
慰
金
を
支
給

し
ま
す
。

■
対
象
者　
令
和
２
年
4
月
１
日

時
点
で
、
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年

金
な
ど
を
受
け
る
人
が
居
な
い
場

合
で
、
戦
没
者
の
死
亡
当
時
の
遺

族
の
う
ち
、
次
の
順
番
に
よ
る
先

戦
没
者
の
遺
族
に

特
別
弔
慰
金
を
支
給

順
位
者
１
人

❶
２
年
4
月
１
日
ま
で
に
戦
傷
病

者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る

弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得

❷
戦
没
者
の
子

❸
戦
没
者
の
①
父
母
②
孫
③
祖
父

母
④
兄
弟
姉
妹（
戦
没
者
の
死
亡

当
時
、
生
計
関
係
を
有
す
る
な
ど

の
要
件
に
よ
り
順
番
の
入
れ
替
わ

り
有
り
）

❹
❶
～
❸
以
外
の
戦
没
者
の
三
親

等
内
の
親
族（
戦
没
者
の
死
亡
時

ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上
の
生
計

関
係
を
有
す
る
）

■
支
給
内
容　
額
面
25
万
円
、
５

年
償
還
の
記
名
国
債

■
請
求
期
限　
５
年
３
月
３1
日
㈮

■
請
求
窓
口　
市
役
所
地
域
福

祉
課
ま
た
は
西
根
・
安
代
各
総

合
支
所

■
問
い
合
わ
せ
先　
地
域
福

祉
課
福
祉
総
務
係（
☎
・
内

線
１
１
１
4
）

　
市
は
令
和
4
年
度
採
用
予
定
の

市
職
員
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

■
職
種
、
採
用
予
定
人
数
、
受
験

資
格 市

職
員
採
用
試
験
を
実
施

初
級
事
務
【
若
干
名
】

平
成
２
年
4
月
２
日
か
ら
平
成
16

年
4
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

栄
養
士
【
1
人
】

管
理
栄
養
士
免
許（
令
和
4
年
３
月

末
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
人
を
含

む
）を
有
し
、
平
成
元
年
4
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
人

看
護
師
【
若
干
名
】

看
護
師
免
許（
令
和
４
年
３
月
末
ま

で
に
取
得
見
込
み
の
人
を
含
む
）を

有
し
、昭
和
61
年
4
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人

社
会
福
祉
士
【
1
人
】

社
会
福
祉
士
資
格（
令
和
4
年
３
月

末
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
人
を
含

む
）を
有
し
、
昭
和
61
年
4
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
人

■
受
験
案
内　

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、

総
務
課
ま
た
は
西
根
・
安
代
各

総
合
支
所
か
ら
交
付
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

■
試
験
日　
９
月
19
日
㈰

■
試
験
会
場　
盛
岡
市
内
を
予
定　
　
　

■
申
込
期
限　
8
月
6
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ
先　
総
務
課（
☎
・

内
線
１
２
３
１
）

定
が
で
き
な
い
ほ
か
、
軽
減
が
受

け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
を
受
け
た
人
へ
】

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
、
事
業
・
給
与
な
ど
の

収
入
が
前
年
よ
り
一
定
割
合
減
少

し
た
世
帯
な
ど
に
対
し
て
国
保
税

の
減
免
を
す
る
予
定
で
す
。
減
免

の
詳
細
は
７
月
号
の
広
報
は
ち
ま

ん
た
い
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
▼
国
保
の
資

格　

市
民
課
国
保
年
金
係（
☎
・

内
線
１
０
７
６
）▼
国
保
の
税
額　

税
務
課
市
民
税
係（
☎
・
内
線
１

１
２
７
）

薬
剤
師
【
1
人
】

薬
剤
師
免
許（
令
和
4
年
３
月
末
ま

で
に
取
得
見
込
み
の
人
を
含
む
）を

有
し
、平
成
元
年
4
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人

子
育
て
支
援
員
の
知
識
や

技
能
を
修
得
す
る
機
会

 

市
は
、滝
沢
市
、矢
巾
町
、雫
石

町
の
4
市
町
合
同
で
子
育
て
支
援

員
研
修（
地
域
保
育
コ
ー
ス
）を
行

い
ま
す
。

■
対
象　
子
育
て
支
援
な
ど
の
仕

事
に
関
心
を
持
ち
、家
庭
的
保
育

事
業
な
ど
へ
の
従
事
を
希
望
す

る
、ま
た
は
既
に
従
事
し
て
い
る

市
内
在
住
の
人

■
日
時　

▼
講
義　
７
月
３1
日
、８
月
７
日
、

21
日
、９
月
11
日
、10
月
２
日
の
全

５
回
。い
ず
れ
も
土
曜
日
午
前
９

時
半
か
ら
午
後
4
時
半
ま
で

▼
実
習　
8
、
９
月
中
の
２
日
間

実
施
。
日
程
は
受
講
決
定
後
に
調

整
し
ま
す
。

■
場
所　
矢
巾
町
公
民
館

■
費
用　
２
７
０
０
円（
テ
キ
ス

ト
代
）

■
定
員　
３
人（
八
幡
平
市
分
）

■
申
込
期
限　
６
月
３0
日
㈬

■
申
し
込
み
方
法　
受
講
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、持
参

ま
た
は
郵
送（
必
着
）で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。受
講
申
込
書
は
、市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
す
る
か
、地
域
福
祉
課
ま
た
は

西
根
・
安
代
各
総
合
支
所
か
ら
交

付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

地
域
福
祉

課
児
童
福
祉
係（
☎
・
内
線
１
１

０
３
）

　

市
は
住
宅
の
地
震
に
対
す
る
安

全
性
の
確
保
・
向
上
を
図
り
、
震

災
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
、各
種
助
成
を
し
て
い
ま
す
。

◎
耐
震
診
断
士
を
派
遣

■
対
象
住
宅　
次
の
❶
～
❸
の
要

件
を
全
て
満
た
す
住
宅

❶
昭
和
56
年
5
月
３1
日
以
前
に
着

工
し
た
戸
建
て
住
宅

❷
在
来
軸
組
工
法
に
よ
る
木
造
平

屋
建
て
ま
た
は
木
造
２
階
建
て

❸
過
去
に
同
耐
震
診
断
を
受
け
て

い
な
い

■
対
象
者　
対
象
住
宅
の
所
有
者

■
診
断
費
用　
無
料

■
募
集
戸
数　
10
戸

◎
耐
震
改
修
工
事
費
の
一
部
を

補
助

■
対
象
住
宅　
前
記
❶
、
❷
の
要

件
を
満
た
す
住
宅

■
対
象
者　
法
人
を
除
く
、
対
象

住
宅
の
所
有
者
で
、
市
税
を
滞
納

地
震
に
備
え
て
住
ま
い
の

住
宅
耐
震
助
成
を
実
施

し
て
い
な
い
者

■
対
象
工
事　
耐
震
診
断
の
結

果
、
判
定
値
が
１・０
未
満（
倒
壊

す
る
可
能
性
あ
り
）と
診
断
さ
れ

た
対
象
住
宅
の
耐
震
改
修
工
事

■
助
成
額　
耐
震
改
修
工
事
費
の

5
分
の
4
以
内（
上
限
１
０
０
万

円
。
※
多
雪
区
域
は
上
限

１
2
０
万
円
）

■
募
集
戸
数　
１
戸

■
問
い
合
わ
せ
先　
建
設
課
建
築

係（
☎・内
線
１
３
０
６
）

　
市
は
結
婚
に
伴
う
経
済
的
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
、
新
婚
世
帯
に

対
し
、
新
生
活
の
費
用
を
支
援
し

ま
す
。 新

婚
生
活
の
経
済
的
負
担

軽
く
す
る
支
援
あ
り
ま
す

■
補
助
対
象
者　
次
の
❶
～
❽
の

要
件
を
全
て
満
た
す
人

❶
令
和
３
年
１
月
１
日
か
ら
４
年

2
月
28
日
㈪
ま
で
の
期
間
に
入
籍

し
た
夫
婦

❷
申
請
時
点
で
、
夫
婦
と
も
市
内

に
住
民
登
録
を
し
て
い
る

❸
夫
婦
の
合
計
所
得
が
4
０
０
万

円
未
満（
年
収
に
換
算
す
る
と
約

５
4
０
万
円
）

❹
生
活
保
護
な
ど
の
公
的
制
度
に

よ
る
家
賃
補
助
を
受
け
て
い
な
い

❺
市
税
・
家
賃
の
滞
納
が
な
い

❻
こ
れ
ま
で
に
同
じ
補
助
金
を
受

給
し
て
い
な
い

❼
夫
婦
と
も
婚
姻
日
の
年
齢
が
３9

歳
以
下

❽
市
が
指
定
す
る
家
事
育
児
参

画
促
進
講
座
を
受
講
し
て
い
る

■
補
助
対
象
期
間　
３
年
１
月

１
日
か
ら
４
年
2
月
28
日
㈪

ま
で

■
補
助
対
象
経
費　
補
助
対
象
期

間
に
要
し
た
次
の
❶
、
❷
の
費
用

（
上
限
３0
万
円
。夫
婦
と
も
婚
姻
日

の
年
齢
が
29
歳
以
下
の
場
合
は
上

限
60
万
円
。）

❶
住
宅
取
得
・
住
宅
賃
貸
に
要
し

た
費
用

❷
引
っ
越
し
に
要
し
た
費
用
で
、

引
っ
越
し
業
者
ま
た
は
運
送
業
者

に
支
払
っ
た
費
用

■
申
請
期
限　
４
年
３
月
11
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ
先　
地
域
福

祉
課
福
祉
総
務
係（
☎
・
内

線
１
１
１
4
）

　
森
林
を
伐
採
す
る
と
き
は
伐
採

を
開
始
す
る
90
日
か
ら
３0
日
前
ま

で
に
、
林
地
開
発（
１
㌶
以
上
）を

す
る
と
き
は
事
前
に
届
け
出
や
許

可
申
請
の
各
種
手
続
き
が
そ
れ
ぞ

れ
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
森
林
の
伐
採
や
、
開
発
の
計
画

が
あ
る
場
合
は
、
市
役
所
農
林
課

ま
た
は
盛
岡
広
域
振
興
局
林
務
部

ま
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

▼
保
安
林
以
外
の
森
林
で
の
立
木

の
伐
採
＝
農
林
課
林
業
係（
☎
・

内
線
１
３
３
９
）

▼
保
安
林
で
の
立
木
の
伐
採

や
土
地
の
形
質
の
変
更
＝
盛

岡
広
域
振
興
局
林
務
部（
☎

０
１
９・６
２
９・６
６
１
５
）

▼
保
安
林
以
外
の
森
林
で
の

１
㌶
を
超
え
る
開
発
行
為
＝

盛
岡
広
域
振
興
局
林
務
部（
☎

０
１
９・６
２
９・６
６
１
６
）

森
林
の
伐
採
と
林
地
開
発

事
前
手
続
き
が
必
要
で
す
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市役所からのHOT LINE

令和３年度まちづくり出前講座は皆さんの「学んでみたい」に応えます！　

　市は日頃行っている業務を地域の皆さんに知っ
ていただくため「まちづくり出前講座」を開講して
います。市政全般をはじめ、健康に関することなど、
幅広いメニューを用意しています。
■申し込み方法　出前講座は、市内に在住、通勤
または通学しているおおむね10人以上の団体であ
れば申し込みできます。講座一覧表の中から希望
の講座を選び、仮予約をした後、会場を決め、受
講希望日の2週間前までに申込書を提出してくだ
さい。その後、日程などを調整します。
■その他　▶出前講座の開催時間は2時間以内で、
開催場所は原則、市内に限ります▶材料費などが
必要な場合は、受講者負担となります▶新型コロ

No 講座名【所要時間】 担当課 内線番号

1 八幡平市の財布【20分】 企画財政課 1201

2 防災講座【30分～120分】 防災安全課 1262

3 地域づくりにヨソモノの力を活用しよう～関係人口編～【60分】 まちづくり推進課 1454

4 地域づくりにヨソモノの力を活用しよう～地域おこし協力隊編～【40分】 まちづくり推進課 1454

5 八幡平市の公共交通政策について【60分】 まちづくり推進課 1453

6 みんなが進める男女共同参画【60分】 文化スポーツ課 1142

7 気軽にスポーツはじめてみませんか？【60分～120分】 文化スポーツ課 1147

8 八幡平市の観光【45分～60分】 商工観光課 1316

9 ごみを減らそう！分別しよう！【30分】 市民課 1069

10 食品ロス削減のために、できることから始めよう【30分】 市民課 1069

11 国民健康保険の仕組み【30分～60分】 市民課 1072

12 後期高齢者医療の仕組み【30分～60分】 市民課 1072

13 知っておきたい悪質商法～騙
だ ま

されないために、騙されたら～【30分～60分】 市民課 1066

14 みんなで考えよう「農（みのり）と輝（ひかり）の大地のエネルギー」【30分】 市民課 1069

15 いのちの門番「ゲートキーパー」ミニ講座【60分～90分】 健康福祉課 1091

16 知ろう、支えよう、認知症～あなたも今日から認知症サポーター！～【60分～90分】 健康福祉課 1086

17 障がい福祉について【30分～60分】 地域福祉課 1108

18 保育関係施設の防（減）災について【60分】 地域福祉課 1100

19 子育て支援について【30分～60分】 地域福祉課 1101

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
を
受
け
た
市
内
事
業
者
の

事
業
継
続
支
援
の
た
め
水
道
料
金

な
ど
を
減
免
す
る
申
請
が
、
９
月

３0
日
㈭
で
終
了
し
ま
す
。

■
対
象
業
種　

市
内
に
事
業
所

有
す
る
小
売
業
、
飲
食
業
、
宿
泊

業
、
サ
ー
ビ
ス
業

■
減
免
対
象　
事
業
用
の
水
道

料
金
、
公
共
下
水
道
施
設
使
用

料
、特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道

施
設
使
用
料
、農
業
集
落
排
水
施

設
使
用
料
、集
合
浄
化
槽
施
設
使

用
料
、戸
別
浄
化
槽
施
設
使
用
料

■
要
件　

次
の
い
ず
れ
に
も
該

当
す
る
事
業
者
。
た
だ
し
、創
業

２
年
未
満
の
場
合
は
、対
象
月
ま

で
の
任
意
の
１
カ
月
の
売
り
上

げ
を
前
々
年
同
月
の
売
り
上
げ

と
し
ま
す
。

❶
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、令
和
３
年
１

月
か
ら
３
月
ま
で
の
間
の
任
意

の
１
カ
月
に
お
い
て
、売
り
上
げ

が
前
々
年
同
月
比
で
50
％
以
上

減
少

❷
令
和
元
年（
平
成
３1
年
）以
前

か
ら
事
業
に
よ
る
事
業
収
入（
売

水
道
料
金
な
ど
の
減
免

申
請
期
限
は
9
月
ま
で

り
上
げ
）が
あ
り
、
今
後
も
事
業

を
継
続
す
る
意
思
が
あ
る　

■
減
免
額　

５
月
か
ら
10
月
に

請
求
を
受
け
た
水
道
料
金
な
ど

を
全
額
減
免（
家
庭
用
と
事
業
用

を
供
用
す
る
場
合
は
、家
庭
使
用

分
を
除
く
）

■
申
請　
次
の
❶
～
❺
の
申
請

書
類
を
上
下
水
道
課
に
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。

❶
申
請
書

❷
申
告
書　

※
❶
と
❷
の
様
式
は
、市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

る
か
、
上
下
水
道
課
に
電
話
を

し
、郵
送
に
よ
り
交
付
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

❸
確
定
申
告
書
類
の
写
し　
※
法

人
事
業
者
は
前
々
事
業
年
度
、個

人
事
業
者
は
令
和
元（
平
成
３1
）

年
の
も
の

❹
売
り
上
げ
減
少
月
の
売
上
台

帳
の
写
し

❺
身
分
証
明
書
の
写
し（
個
人
事

業
者
の
み
）　

※
身
分
証
明
書

は
、
写
真
付
き
の
場
合
は
１
点
、

写
真
な
し
の
場
合
は
２
点

※
❸
と
❺
の
書
類
は
、２
年
度
減

免
事
業
者
は
提
出
不
要

■
問
い
合
わ
せ
先　
上
下

水
道
課
経
理
係（
☎
・
内
線

子
育
て
世
帯
生
活
支
援

特
別
給
付
金
を
支
給

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
が
長
期
化
す
る
中
で
、
低

所
得
の
子
育
て
世
帯（
ひ
と
り
親

世
帯
に
限
る
）の
生
活
を
支
援
し

ま
す
。

■
対
象
者　
次
の
❶
、
❷
の
要
件

を
満
た
す
人

❶
公
的
年
金
な
ど
を
受
給
し
て

い
る
こ
と
に
よ
り
、
4
月
分
の
児

童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
て

い
な
い

❷
4
月
分
の
児
童
扶
養
手
当
の
支

給
を
受
け
て
い
な
い
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を

受
け
て
家
計
が
急
変
し
、
収
入
が

児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
人

と
同
じ
水
準
に
な
っ
て
い
る

■
支
給
額　
児
童
１
人
当
た
り
一

律
５
万
円

■
申
請
方
法　
対
象
と
な
る
か
確

認
の
た
め
、
一
度
電
話
で
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
期
限　
4
年
２
月
28
日
㈪

■
問
い
合
わ
せ
先　

地
域
福

祉
課
児
童
福
祉
係
（
☎
・
内

線
１
１
０
６
）

　
本
市
に
寄
せ
ら
れ
た
厚
意
を
紹

介
し
ま
す
。

【
物
品
の
寄
付
】

▼
㈱
富
士
電
業
社
…
4
月
12
日
、

来
庁
者
や
職
員
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
防
止
に
役

立
て
て
ほ
し
い
と
自
動
手
指
消
毒

器
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

業
務
で
使
用
す
る
計
量
器

定
期
検
査
を
お
忘
れ
な
く

　
計
量
器
は
、
2
年
に
1
度
の
検

査
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

該
当
す
る
計
量
器
は
、
必
ず
受
検

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
検
査
を

受
け
た
こ
と
が
な
い
計
量
器
は
、

事
前
に
登
録
が
必
要
で
す
の
で
、

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

日時 対象地区 場所

7 月1日㈭ 10時から12時まで13時から15時半まで 大更・田頭地区 八幡平営農経済センター

7月2日㈮ 10時から12時まで13時から15時まで 平舘・寺田地区 八幡平営農経済センター

7月5日㈪ 10時から12時まで13時から15時まで 松尾地区 松尾コミュニティ
センター

7月6日㈫ 10時から12時まで 荒沢地区 安代総合支所車庫
7月6日㈫ 13時半から15時まで 田山地区 田山支所車庫

１
２
７
２
）

長
期
間
放
置
の
自
転
車
は

期
限
経
過
で
処
分
し
ま
す

　
大
更
駅
西
口
、
東
口
駐
輪
場
に

長
期
に
わ
た
っ
て
放
置
さ
れ
て
い

る
自
転
車
が
あ
り
、
他
の
利
用
者

に
支
障
を
来
し
て
い
ま
す
。
期
限

を
過
ぎ
て
も
放
置
さ
れ
て
い
る
も

の
は
、市
駐
輪
場
条
例
に
基
づ
き
、

処
分
し
ま
す
。

■
引
き
取
り
期
限　
６
月
３0
日
㈬

■
問
い
合
わ
せ
先　
建
設
課
土
木

係（
☎
・
内
線
１
２
９
１
）

■
検
査
手
数
料　
２
５
０
円
～

■
問
い
合
わ
せ
先　
商
工
観
光
課

商
工
労
政
係（
☎
・
内
線
１
３
１
８
）

ナウイルス感染症対策に十分配慮したうえで講座
実施をお願いします。
■問い合わせ先　文化スポーツ課生涯学習係（☎・
内線1144）

令和2年ニュースポーツ教室の様子

表＿計量器定期検査日程
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月 Monday 火 Tuesday 水Wednesday 木 Thursday 金 Friday 土 Saturday 日 Sunday
※コミセンは、コミュニティセンターの略称です。
６月21日〜７月18日

毎
週
金
曜
日
午
後
１
時
か
ら
、エ
フ
エ
ム
岩
手
で
八
幡
平
・
岩
手
・
葛
巻
３
市
町
情
報
発
信
番
組「
H
i
k
i
n
g（
は
い
き
ん
ぐ
）レ
デ
ィ
オ
」を
放
送
し
て
い
ま
す
。

毎
週
金
曜
日
午
後
１
時
か
ら
、エ
フ
エ
ム
岩
手
で
八
幡
平
・
岩
手
・
葛
巻
３
市
町
情
報
発
信
番
組「
H
i
k
i
n
g（
は
い
き
ん
ぐ
）レ
デ
ィ
オ
」を
放
送
し
て
い
ま
す
。

市税納期（納期限６月30日）　市県民税（第１期） 市税納期（納期限８月２日）　固定資産税（第２期）、国民健康保険税（第１期）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

■博物館休館日
■健康福祉課＝胃がん検診

【 受 付 】　6：30～8：30（大更コ
ミセン）
■西根総合支所＝定例行政相
談　9：30～12：00（大更コミセ
ン）
■まちづくり推進課＝定例行
政相談　9：30～12：00（市役所
本庁舎）
■図書館＝近代日本誌を学ぶ
会　13：30～15：00

■図書館休館日
■健康福祉課＝▶胃がん検診

【受付】　6：30～8：30（大更コミ
セン）▶乳幼児健康相談・離乳
食教室【受付】　9：30～9：40（市
役所多目的ホール棟）
■松尾コミセン＝輝楽大学
「開講式」　9：30～11：00
■田頭コミセン＝寺子屋「折
り紙教室」　10：00～12：00

■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　
17：15～19：00（市民課）
■平舘コミセン＝国見山ト
レッキング　8：30～16：00（北
上市）

■寺田コミセン＝幼児映画会　
10：00～10：30（寺田保育所）

■田頭コミセン＝ EM廃油
せっけん作り教室　10：00～
11：00

■議会事務局＝市議会６月
定例会・議案審議（予定）

■議会事務局＝市議会６月
定例会・休会（予定）

■議会事務局＝市議会６月
定例会・委員長報告ほか（予
定）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■博物館休館日 ■図書館休館日
■平舘コミセン＝コミセンミ
ニ遠足　9：30～12：30（サラダ
ファーム）

■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　
17：15～19：00（市民課）
■図書館休館日（図書整理日）
■大更コミセン＝ふれあい
大学「開講式＆第 1 回講座」　
10：00～12：00
■寺田コミセン＝七時雨大学
「開講式」　10：00～15：00

■商工観光課＝岩手山山開き　
※主催者のみで安全祈願祭を
実施

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

■博物館休館日 ■図書館休館日
■五日市コミセン＝高齢者交
通安全講話　9：00～12：00
■健康福祉課＝乳児健診【受
付】　13：00～13：15（市役所多
目的ホール棟）

■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　
17：15～19：00（市民課）
■健康福祉課＝３歳児健診

【受付】　13：00～13：30（市役
所多目的ホール棟）
■松尾コミセン＝移動図書　
13：00～14:50（松尾地区内）

■広報はちまんたい発行日
■松尾コミセン＝移動図書　
13：00～14：40（松尾地区内）
■寺田コミセン＝茶道教室寺
子屋　15：30～16：45

■田頭コミセン＝のびのび体
操教室　10：00～12：00

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■博物館休館日
■図書館＝あみぐるみ教室　
10：00～15：00
■平舘コミセン＝映画会　
10：30～11：30（平舘こども園）

■図書館休館日
■大更コミセン＝地元学講
座・大更婦人学級「開講式＆
第 1回講座」　9：30～15：00
■健康福祉課＝１歳児健診

【受付】　13：00～13：15（市役
所多目的ホール棟）
■荒屋コミセン＝移動図書
13：00～15：00（荒沢地区）

■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　
17：15～19：00（市民課）
■健康福祉課＝▶２歳６カ月
児歯科健診【受付】　9：00～
9：30（市役所多目的ホール
棟）▶１歳６カ月児健診【受
付】　13：00～13：30（市役所多
目的ホール棟）
■田頭コミセン＝寺子屋「パ
ステルアート教室」　10：00～
12：00
■荒屋コミセン＝移動図書
12：00～14：30（田山地区）

■図書館＝本のクリニック　
10：00～15：00
■寺田コミセン＝幼児映画会　
10：00～10：30（寺田保育所）

■松尾コミセン＝輝楽大学
「講話・フットケア」　9：30～
11：20
■ 図 書 館 ＝ 夏 の 映 画 会　
19：30～20：30

5	

12	

6/21	 22	 23	 25	

28	 30	 7/1	 2	

6	 7	 8	 9	

13	 14	 15	 16	

29	

24	 小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（中　央）

■市役所閉庁日 ■市役所閉庁日
■健康福祉課＝循環器系健診

【受付】　9：30～11：00、13：30～
15：00（市役所多目的ホール
棟）
■五日市コミセン＝男の料理
教室　14：00～16：00

▶当番医（市内）東八幡平病
院・（鹿角）かづの厚生病院▶
当番薬局（市内）柏台薬局・

（鹿角）ファーマックスかづの
薬局

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

■市役所閉庁日
■健康福祉課＝胃がん検診

【受付】　6：30～8：30（市役所
多目的ホール棟）
■ 図 書 館 ＝ え ほ ん の 会　
14：00～15：00

■市役所閉庁日
■文化スポーツ課＝【中止】第
30回岩手山焼走りマラソン全
国大会　

▶当番医（市内）八幡平市立病
院・（鹿角）大里医院▶当番薬
局（市内）大更調剤薬局・（鹿
角）日本調剤薬局

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■市役所閉庁日
■図書館＝▶おはなしのじか
ん①　11：00～11：30▶おはな
しのじかん②　14：30～15：00
▶Tom＆Tam Story Time　
15：00～15：30

■市役所閉庁日
■マイナンバー本庁窓口休日
臨 時 開 庁　9：00~12：00（ 市
民課）

▶当番医（市内）八幡平市立病
院・（鹿角）かづの厚生病院▶
当番薬局（市内）リリィ薬局西
根 店、み の り 薬 局・（ 鹿 角 ）
ファーマックスかづの薬局

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（中　央）

■市役所閉庁日
■健康福祉課＝胃がん検診

【受付】　6：30～8：30（田山コ
ミセン）
■ 図 書 館 ＝ 八 幡 平 短 歌 会　
13：00～15：30

■市役所閉庁日

▶当番医（市内）平舘クリニッ
ク・（鹿角）小坂町診療所▶当
番薬局（市内）白樺薬局・（鹿
角）ファーマックスかづの薬
局

26	 27	

3	 4	

10	 11	

17	 18

各種相談　※相談名欄に（要予約）と記載のある相談は、事前予約が必要

相談名 日時 場所 担当（予約先）
くらしとお金の安心
相談会（要予約）

7月16日㈮
10：00～15：00 要相談 市民課

（☎・内線1066）

年金相談（要予約） 7月8日㈭
10：00～15：30 市役所多目的ホール棟 盛岡年金事務所

（☎019-623-6211）

人権相談（要予約） 要相談 要相談 市民課
（☎・内線1063）

※　定例行政相談はカレンダー内に記載しています

岩手医大・県立中央病院などの出張診療日
病院名 診療科目 診療日時

八幡平市立病院（☎76-3111）

糖尿病内科 毎週火曜日　　　　　午前中
耳鼻科 毎週水曜日　　　　　午前中
循環器内科 毎週水曜日　　　　　10：00～
心臓・血管外科 第2・4木曜日　　　午前中
血液内科 第3水曜日（奇数月）　14：00～
脳神経外科 第1木曜日　　　　　14：00～
神経内科 第3木曜日　　　　　10：00～

安代診療所（☎72-3115） 内科 第2・4木曜日　　　午前中
※　八幡平市立病院の出張診療は、内科で初診を受け、医師が必要と判断した場合、
次回から予約受診になります。
※　診療日は祝日等により前後の週に変更する場合があります。電話で事前確認願い
ます。

小児救急入院受入当番病院　（当番日はカレンダー内の日付右側に記載しています）

病院名 電話番号
岩手県立中央病院（中央） 019-653-1151
盛岡赤十字病院（日赤） 019-637-3111
国立病院機構盛岡医療センター（国立） 019-647-2195
▶夜間の症状が重い場合（17：00～翌朝 9：00、土曜日は13：00（祝日の土曜日は 9：00）
から受け入れ）　小児救急入院受入当番病院へ
　症状が重く入院が必要と思われる子どもと、休日救急当番医や盛岡市夜間急患診
療所が診療していない時間帯に急病の子どもを受け入れます。
　時間外の受診が小児救急入院受入当番病院に集中すると、重症な子どもの治療に
支障を来す恐れがあります。症状が軽い場合は、盛岡市夜間急患診療所を受診しま
しょう。
※　新型コロナウイルス感染症への対応による変更
岩手医科大学付属病院（医大）が小児救急受入病院当番制から一時脱退しています。
今後の動向により、割り当てに変更が生じる可能性がありますので、最新情報は盛
岡市医師会のウェブサイトで確認してください。

休日当番薬局　（当番日はカレンダー内に記載しています）

市内 鹿角（市外局番 0186）
柏台薬局（☎71-1001） ファーマックスかづの薬局（☎30-0033）
大更調剤薬局（☎70-1320） 日本調剤薬局（☎30-1193）
リリィ薬局西根店（☎78-8560） ヘルシークラブ厚生病院前薬局（☎30-0080）
みのり薬局（☎75-2333）
白樺薬局（☎74-3363）

休日救急当番医　（当番日はカレンダー内に記載しています）

市内 鹿角（市外局番 0186）
東八幡平病院（☎78-2511） かづの厚生病院（☎23-2111）
八幡平市立病院（☎76-3111） 大里医院（☎22-1251）
平舘クリニック（☎74-3120） 小坂町診療所（☎29-5500）
▶日曜・祝日の日中（9：00～17：00）　休日救急当番医へ
　日中の診療時間に受診できる人は、日中の時間内に受診しましょう。
▶夜間の症状が軽い場合（19：00～23：00）　盛岡市夜間急患診療所【内科】へ
　盛岡市神明町3-29、盛岡市保健所（☎ 019-654-1080）
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行事の内容など、詳しくは主催団体などにお問い合わせください。
【掲載依頼】掲載希望は発行月の前月10日までにご依頼ください。
掲載は、主催団体などを所管する市の担当課を通じ、依頼のあった記事を
優先します。
◆掲載の確約および採否の連絡はいたしかねます。
◆掲載文は市に一任していただきます。
◆営利目的の企業や団体からのお知らせは、広告枠をご利用ください。

【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

（4月届け出分）

■人口の動き【4月30日現在　（　）は前月比】
地 区 人 口 世 帯 数
西 根 15,036（－32） 6,358（±0）
松 尾 5,503（－20） 2,444（＋2）
安 代 4,056（－12） 1,785（－8）
合 計 24,595（－64） 10,587（－６）
男 性 11,839（－38）
女 性 12,756（－26）

出生 10 死亡 40
転入 63 転出 97

項 目 4月 １月からの累計

人身事故 0（4） 2（9）
物損事故 25（21） 140（153）
負 傷 者 0（3） 2（10）
死 者 0（2） 0（2）
飲酒運転 0（0） 0（１）
火 災 １（0） 4（2）
救 急 90（82） 417（429）

■交通事故発生件数など　（　）は前年同月の数
15歳～49歳を対象にした 
就職・転職などの相談会

　もりおか若者サポートステー
ションでは、就職活動をしている
がなかなか決まらない、転職を考
えているなど、就職に関する相談
に応じます。相談は無料です。
■日時　6月29日㈫❶午後１時
半から❷2時半から❸３時半から
※各回１人（組）

労働保険の年度更新 
電子申請が便利です

　３年度の労働保険（労災保険・
雇用保険）の年度更新期限は、7
月12日㈪です。最寄りの労働局、労
働基準監督署、金融機関で申告・
納付をしてください。
　年度更新の申告書は、郵送や電
子申請でも受け付けています。電
子申請なら、24時間いつでも申請
や届け出が可能で、電子政府の総
合窓口「e-Gov」から行うことが
できます。保険料の納付は、口座
振替や電子納付が便利です。
■詳細　年度更新申告書に同封の
パンフレットまたは厚生労働省
ウェブサイト

無料の労働相談会で 
労使トラブルを解決

　県労働委員会では、出前無料労
働相談会を開きます。パワハラ、
セクハラ、解雇、減給など労働問
題全般の相談に応じます。
■日時　7月16日㈮午後5時から
8時まで　※予約優先。当日の受
け付けは午後7時まで
■場所　やはぱーく（矢巾町）
■その他　新型コロナウイルス感
染防止のため中止や延期する場合
があります。開催の有無は３日前
までに問い合わせてください。
■予約・問い合わせ先　同委員会
事務局（☎0120-610-797）

県議会って何をするの？ 
夏休みに親子教室を開催

　県議会では、夏休み親子県議
会教室を開きます。
■日時　8月7日㈯午後１時か
ら４時まで
■場所　県議会議事堂

■場所　大更コミュニティセン
ター
■予約期限　6月25日㈮午後5時
■予約・問い合わせ先　同ステー
ション（☎019-625-8460）

■対象者　県内の小学校・義務教
育学校に通う5・6年生と保護者
■内容　議事堂探検、県議会クイ
ズ、議員とのふれあいトークなど
で県議会の仕組みや役割を学ぶ
■定員　親子20組程度
■申し込み方法　県議会ウェブサ
イトで確認
■申込期限　7月2日㈮　※定
員になり次第終了
■問い合わせ先　県議会事務局

（☎019-629-6022）

国民年金保険料の追納で 
将来の年金額が増えます

　国民年金保険料の免除、納付
猶予、学生納付特例を受けた期
間があると、保険料を全額納め
たときに比べ、老齢基礎年金額
が少なくなります。将来受け取
る年金額を増やすために、10年
以内であれば、さかのぼって納
める（追納）ことができます。
　免除などを受けた期間の翌年
度から起算して３年度目以降の
追納の場合、当時の保険料額に
一定額が加算されます。
■問い合わせ先　▶ねんきん加
入者ダイヤル（☎0570-00３-004）
▶盛岡年金事務所（☎019-62３-
6211）

個人情報保護の観点からホームページ上に掲載しないこととしております。
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平 高
L I F E
平高生活を送る生徒を紹介 !

いきいきシルバー
　
今
回
は
、
大
更
地
区
の
五
百
森
老

人
ク
ラ
ブ（
松
村
與
右
エ
門
会
長
、

会
員
51
人
）を
紹
介
し
ま
す
。

〇
ク
ラ
ブ
の
活
動
目
標
は
？

　
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
、
地
域

へ
の
社
会
奉
仕
と
ふ
れ
あ
い
活
動
の

推
進
を
活
動
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

〇
ク
ラ
ブ
の
特
徴
は
？

　
相
互
扶
助
の
心
を
持
っ
た
会
員
同

士
の
交
流
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
治
会
で
は
、
他
の
グ
ル
ー

プ
や
組
合
と
連
携
し
て
行
事
の
盛
り

上
げ
役
と
な
り
、
明
る
い
地
域
づ
く

り
を
担
っ
て
い
ま
す
。

〇
ど
ん
な
活
動
を
？

　
地
域
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
の

安
全
を
守
る
た
め
、
登
下
校
時
の
見

守
り
活
動
に
会
員
と
有
志
で
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
会
員
同
士
の

親
睦
を
深
め
る
た
め
、
夏
は
屋
外
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
、
冬
は
屋
内
練

習
場
で
年
間
を
通
し
て
グ
ラ
ウ
ン
ド

地
域
を
盛
り
上
げ
る【
五
百
森
老
人
ク
ラ
ブ
】

地
域
を
盛
り
上
げ
る【
五
百
森
老
人
ク
ラ
ブ
】

健康福祉課高齢福祉係 ☎・内線1088

ゴ
ル
フ
に
励
ん
で
い
ま
す
。
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
は
活
動
の
中
で
も
長
い

歴
史
が
あ
り
、
会
員
も
誇
り
を
持
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
と
三
世
代
交
流
会

へ
の
積
極
的
な
参
加
、
花
壇
管
理
な

ど
の
地
域
美
化
運
動
、
年
７
、
８
回

の
七
時
雨
憩
の
湯
で
の
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
や
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
楽
し
く
活
動
し

て
い
ま
す
。

〇
今
後
の
活
動
は
？

　
地
域
の
仲
間
に
ク
ラ
ブ
へ
の
加
入

を
呼
び
掛
け
る
と
と
も
に
、
若
い
会

員
が
加
入
で
き
る
活
動
を
し
て
い
き

た
い
で
す
。
会
員
を
増
や
し
、
小
旅

行
な
ど
の
楽
し
い
行
事
を
た
く
さ
ん

行
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

子育てNEWS
地域福祉課児童福祉係 ☎・内線1106

忘れずに提出しましょう忘れずに提出しましょう

児童手当の現況届児童手当の現況届
　毎年6月は、児童手当の受給者全員が児童手当
現況届を提出する月です。
　対象となる人には、必要書類などを送付してい
ます。まだ書類が届いていない人は、地域福祉課
に問い合わせてください（公務員の人は、勤務先で
手続きをしてください）。
　現況届の提出がない場合は、支給が停止になる
こともありますので、必ず期限内に提出してくだ
さい。
◆提出期限　6月３0日㈬必着
◆提出先　地域福祉課、西根・安代各総合支所、
田山支所
◆提出書類　❶児童手当・特例給付現況届（受給
者全員が提出するもの）　❷右表の要件に該当す
る人は、その必要書類を全て❶の書類と一緒に提
出してください。

要件と必要書類
要 件 必 要 書 類

①国民健康保険以外
の保険証の場合

「受給者の健康保険証の写
し」

②住民票上、児童と
住所を別にしている
場合

「別居監護の申立書」
※児童が八幡平市外に居住
している場合は、「児童の世
帯全員の住民票（本籍・世帯
主との続柄表示あり）」も必
要

③祖父母など、父母
以外の人が児童を養
育している場合

「児童の生計を維持してい
ることの申立書」

郵送による提出もできます
　郵送で提出する場合は、記入や押印、必要書類の添
付に漏れがないようにしてください。
◆送付先　〒028-7３97 八幡平市野駄第21地割170番
地　八幡平市役所地域福祉課児童福祉係

グラウンドゴルフ場整備に参加し
た会員たち

見守り活動をす
る会員
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◆学校の伝統つなぐ大事なイベント　
　春の応援歌練習は４月20日から22日まで、３日
間にわたって平高体育館で行われました。
　昨年度は新型コロナウイルス感染症の感染防
止の観点から、大声を出すことや三密を避けるた
め、応援歌練習を中止していましたが、本年度
は、生徒間の距離を十分に空け、ドアを開けて空

気の流れを作るな
どの対策して行い
ました。厳粛な雰囲
気の中、在校生が
堂々とした態度で
校歌・応援歌を熱
唱。応援委員や生徒

会執行部は、伝統をつないでいくため、丁寧に新
入生を指導しました。
【新入生の感想】▶平高の校歌や応援歌を歌うこ
とで、上級生との一体感や学校の伝統を感じた▶
先輩たちの真剣な態度を見て身が引き締まった
◆自転車安全利用モデル校に指定！
　自転車安全利用モデル校指定書交付式は４月
19日、平高校長室で行われ、北岩手安全運転管理
者等事業主会（遠藤忠志会長）から全校生徒分のＬ
ＥＤライトが贈られました。ライトは自転車のハ

２年ぶりの応援歌練習

ンドルに取り付け可能
で、生徒を代表して生
徒会長の神田萌さんは
「交通ルールを守って
生活したい」と決意を
新たにしました。応援歌練習に臨む新入生 ライトを手にする生徒たち

バスケットボール部　主将

髙橋 皓
こ う た

太さん
（普通科３年：西根一中出身）

軽快なドリブルから得意の3Pシュートを狙う髙
橋さん

★
平
高
を
選
ん
だ
理
由

　
地
元
が
好
き
で
、
通
学
し
や

す
さ
も
あ
っ
て
平
高
に
入
学
し

ま
し
た
。
部
活
に
も
勉
強
に
も

力
を
入
れ
、
文
武
両
道
を
目
指

せ
る
と
思
い
ま
し
た
。

★
平
高
で
挑
戦
し
た
こ
と

　
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
た
い
と

思
い
、高
校
か
ら
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
を
始
め
ま
し
た
。
初
め
は
練
習

に
つ
い
て
い
く
の
も
や
っ
と
の
思

い
で
し
た
が
、
努
力
と
負
け
ず
嫌

い
な
性
格
で
続
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
先
輩
が
引
退
し
、
部
員

が
女
子
と
合
わ
せ
て
２
人
と
な
っ

て
か
ら
は
、
顧
問
の
先
生
の
計
ら

い
で
市
内
の
社
会
人
チ
ー
ム
の
練

習
に
混
ぜ
て
も
ら
い
、
技
術
を
磨

い
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。
今
年

は
７
人
の
新
入
部
員
を
迎
え
、
毎

日
楽
し
く
練
習
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
人
数
が
少
な
い
中
で
の

大
会
出
場
に
不
安
は
あ
っ
た
も
の

の
、
3
年
間
の
集
大
成
と
な
る
高

総
体
に
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
、

諦
め
ず
に
バ
ス
ケ
を
続
け
て
き
て

良
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

★
将
来
の
夢
は
？

　

市
内
の
仕
事
に
就
き
た
い
で

す
。
自
分
の
関
わ
っ
た
仕
事
で
地

域
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
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地
域
お
こ
し

だ

力
隊

り

協

よ

皆
さ
ん
の
活
動
を
サ
ー
ク
ル
・
サ
ー
ク
ル
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
ま
せ
ん
か
。
催
し
案
内
や
会
員
募
集
に
も
ご
活
用
い
た
だ
け
ま
す
。

サークル　　　　・サー
クル

市内で活動、活躍する
団体・サークル・チーム
などを紹介

地
域
お
こ
し

だ

力
隊

り

協

よ

博物館博物館だよりだより

図書館図書館だよりだより

M U S E U M

L I B R A R Y

博物館　TEL 63-11２２

 図書館　TEL 75-1700
松尾コミュニティセンター図書室　TEL 76-3２35
荒屋コミュニティセンター図書室　TEL 7２-２505

展示資料紹介 「 柿渋溜め樽 」

　本館で常設展示している「柿渋溜め樽」（日本遺産
構成文化財）を紹介します。
◆漆器の下地に「豆柿の渋」
　漆器作りには、木地を丈夫で長持ちさせるための

「下地」という工程があります。下地には、漆を用い
ることが一般的ですが、当地域では、江戸時代から
昭和まで漆の代わりに豆柿の渋を使用する「渋下地」
で行うことがありました。渋下地は、柿渋に含まれる
タンニンが木地の防水・防腐・耐久力を向上させる
もので、柿渋と炭（シナノキやサワグルミ）を混ぜた
ものを木地に塗り、乾かして研磨する工程を３回程
度繰り返して行われていました。
　渋下地の漆器は、漆の使用量を抑えて販売価格を
下げることができたため、庶民の漆器利用のきっか
けとなり、漆器が当地域の大衆に親しまれるように

なりました。
◆柿渋の作り方とさまざまな用途
　柿渋作りは、熟す前の豆柿を採取し、それをほどよ
く潰すところから始まります。樽などの大きい容器に
潰した豆柿を入れて水を流し込み、重しを乗せて発酵
するまで約１カ月。渋は上部に溜まり、それを汲み取
ってわらやそば殻を入れた籠の上から流して濾

こ

すこと

柿渋溜め樽（当館蔵）

で、ようやく柿渋として使
用できる状態となりまし
た。柿渋の用途は多く、和
紙に塗って乾かしたもの
を雨がっぱ・風呂敷・うち
わとして使うほか、防水性
の高さから魚を捕る漁具
にも塗られるなど、さまざ
まな用途で人々の暮らし
を支えていました。

い庭、ベランダのコンテナガーデ
ンでも始められる、食べられる庭
づくりの本です。収穫した野菜な
どを使ったおすすめ料理のレシピ
や長く続けられる庭づくりのヒン
トがたくさん載っています。

『食べられる庭図鑑』
著／良原リエ、出版社／アノニマ・スタジオ

　広い庭や庭いじりの経験が無くても大丈夫。小さ

　新型コロナウイルス対策の指針
を決めた「専門家会議」ではどのよ
うな議論がなされたのか。４カ月
半におよぶ関係者の証言を集めた
ノンフィクション。

『分水嶺』
著／河合 香織、出版社／岩波書店

◆読書マラソンの参加を受け付けます
　7月１日㈭から読書マラソンが始まります。申し
込みは6月19日㈯開始。申込者にはスタンプカード
を発行しますので、市立図書館または松尾・荒屋各
コミセン図書室から申し込んでください。
▶期間　7月１日㈭～12月26日㈰まで
◆新着ピックアップ

『ポリ袋で簡単、おいしいはじめてのみそ作り』
著／真藤 舞衣子、出版社／立東舎

　定番の米みそ、麦みそをはじめ、ひよこ豆や小豆、
キドニービーンズを使った変わったみそなど、９種類
のみその作り方と、みそ料理のレ
シピ40種類を紹介。少ない手間で
始められるポリ袋自家製みそ作り
は、省スペースで保管しながら好
みの熟成加減に仕上げられます。

サークル　　　　・サー
クルサークル　　　　・サー
クル

Vol.54

Studio BALL県北校

◎開校何年目？きっかけは？
　令和2年6月に開校し、2年目です。学校の体
育授業で必修となり、ダンスが身近に感じられる
ようにたったためか、県北地域から盛岡のスタジ
オに通う生徒が増えてきたことと、当スクールイ
ンストラクターに県北出身者がいたことがレッス
ンを始めたきっかけです。
◎どんな思いで活動していますか？
　「ダンスで地元を元気に！」をコンセプトに活動

メンバー30人（5月15日現在）
代表：川村絵里果＝駅前二区＝

しています。コンテス
トやオーディションな
ど岩手にいながらでも
挑戦できる環境づくり
に努めています。
◎活動の効果は？
　リズムに合わせて

体全体を使い、表現するため、リズム感や体幹
が鍛えられます。。
　また、インストラクターや仲間と振り付けを合
わせて踊ることで、一体感や協調性を育むことが
できます。
◎今後の目標は？
　踊る側、見る側の両方が楽しめるダンスで地元
を元気にしていくことが目標です。昨年は、県北
校開校１年目ということと、新型コロナウイルス
感染症の影響で、発表の場がありませんでした。
今後は、さまざまな地元のイベントに参加させて
もらえるよう、精一杯レッスンに取り組み、技術
や表現力に磨きをかけていきたいです。
◎活動日・場所は？
　月2回、木曜日と土曜日に３クラスに分かれ、
川村スタジオでレッスンしています。初心者でも
気軽に始められるように、丁寧に教えていますの
で、いつでも見学・体験にきてください。
■問い合わせ先　高橋（☎ 019-601-26３6）リズムに合わせて踊る生徒たち

八
幡
平
市
民
と
な
っ
て

あ
っ
と
い
う
間
に
一
年

が
過
ぎ
ま
し
た
。
昨
年
は
、
イ

ベ
ン
ト
が
軒
並
み
中
止
と
な

り
、
先
輩
協
力
隊
と
取
材
先
探

し
に
頭
を
悩
ま
せ
る
日
々
が
続

き
ま
し
た
。
そ
ん
な
生
活
が
続

く
中
で
、
特
別
じ
ゃ
な
い
日
常

の
中
に
あ
る
た
く
さ
ん
の
魅
力

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
、
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

今
月
は
、安
代
地
区
の「
手
焼

き
麩
」職
人
を
紹
介
し
ま

す
。
た
ま
た
ま
立
ち
寄
っ
た
店

で
、機
械
化
が
進
む
中
で
も
手
焼

き
に
誇
り
を
も
っ
て
焼
き
続
け

る
職
人
さ
ん
が
い
る
こ
と
を
知

り
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。
聞
け
ば
長

年
、一
流
老
舗
料
亭
に
も
卸
し
て

い
る
歴
史
あ
る
店
と
の
こ
と
で
、

麩
を
作
る
熟
練
の
手
つ
き
に
感

動
し
ま
し
た
。
焼
き
た
て
を
味

わ
っ
て
み
る
と
、こ
れ
ま
で
食
べ

て
い
た
も
の
と
は
比
べ
も
の
に

な
ら
な
い
味
わ
い
に
感
激
し
ま

し
た
。言
葉
で
表
現
し
き
れ
な
い

部
分
は
今
後
、動
画
で
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。

移
住
者
や
市
で
暮
ら
す
人

へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

中
心
に
市
の
情
報
を
市
内
外

に
発
信
し
よ
う
と
始
ま
っ
た

八
幡
平
市
移
住
・
定
住
情
報
サ

イ
ト「
は
ち
ま
ん
た
い
通
信
」

も
２
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
３
年
目
は
、
市

の
魅
力
を
深
堀
し
て
い
き
、
大

好
き
な
八
幡
平
市
を
動
画
を

通
じ
て
発
信
し
て
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
、
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

丁寧に焼き上げられる麩

今月の担当

吉田 裕
ゆ う か

香さん

Vol.85
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皆さんからの情報をお寄せください。
企画財政課広報広聴係（☎・内線１２0２）

みんなが主役

環境・衛生
ワンポイント

　

環
境
衛
生
係　

☎
・
内
線
１
０
7
０

市民課

【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

加藤美南子さんを追悼する展示を
開催中。終了日は未定で、エッセー
や歴史小説などを展示（図書館）

盛岡市内一周継走大会が2年ぶりに
開催し、257チームが参加（4月18日、
県営運動公園陸上競技場）

両手に持った種イモを優しく植え付ける園児

大きく育てと願い込め
大更こども園で今年初めての畑作業

　（福）杉の子会大更こども園は４月22日、同園隣で
管理する畑「ハッピーガーデン」内でジャガイモの植
え付けをしました。
　植え付けは同園の年中・年長児40人が参加。園児
たちは畑の脇に行儀よく列になって待機し、順番が
来ると種イモを丁寧に植えました。
　遠藤快子園長は「自分たちで野菜を育てて収穫し、給
食で食べる食育学習。苦手な野菜を克服するきっかけ
にもなります」と作業する園児を温かく見守りました。

雲一つない快晴の中、テープカットで開通を祝福

3月18日から除雪を開始。雪壁の高さは最大9.5㍍です

開通で春の到来告げる
八幡平樹海ライン松川ゲート前で記念式

　（一社）市観光協会は４月2３日、八幡平樹海ライン
開通記念式を行い、令和2年11月４日からの冬季間
通行止めが解除されました。
　式には、来賓や関係者ら約50人が参加し、峡雲荘の
髙橋俊彦代表取締役社長が代表してゲートを開門。開
通記念品を受け取ったドライバーたちが、次々と見返
り峠を目指しました。花巻市から友人と３人で訪れた
鈴木泰

や す こ

子さんは「毎年残雪スキーを楽しみに来てい
る。天候に恵まれてうれしい」と笑顔で答えました。

松川玄武岩歩道付近に群生する春
の妖精カタクリの花（4月23日、松
川渓谷）

　
　
　
　
　
　
　
　

　
市
で
は
、
ご
み
の
分
別
収
集
の
際
に
使

用
を
お
願
い
し
て
い
る
か
ご
の
価
格
を
見

直
し
ま
す
。
現
在
、
１
個
当
た
り
５
０
０

円
で
販
売
し
て
い
ま
す
が
、
７
月
か
ら
１

個
当
た
り
１
１
０
０
円
と
し
ま
す
。

　
今
回
の
価
格
改
定
は
、
分
別
専
用
の
か

ご
の
仕
入
価
格
が
、

販
売
価
格
を
大
き
く

上
回
っ
て
い
る
た
め

行
う
も
の
で
す
。
引

き
続
き
ご
み
の
分

別
・
減
量
に
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。　
　

　　
家
電
4
品
目
を
処
分
す
る
場
合
、
家
電

リ
サ
イ
ク
ル
法
に
基
づ
き
リ
サ
イ
ク
ル
料

金
が
か
か
り
ま
す
。
ご
み
集
積
所
に
排
出

し
た
り
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込
ん
だ

り
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
次
の
と
お
り
適
切

に
処
分
し
ま
し
ょ
う
。

■
家
電
４
品
目
の
対
象

　
エ
ア
コ
ン
、テ
レ
ビ
、冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
、

洗
濯
機
・
衣
類
乾
燥
機
が
対
象
で
す
。

■
処
分
方
法

▼
以
前
に
家
電
を
購
入
し
た
店
や
新
し
く

家
電
を
購
入
す
る
店
、
近
く
の
家
電
販
売

家
電
４
品
目
の
処
分
方
法

確
認
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
に

資
源
・
不
燃
ご
み
用
か
ご

販
売
価
格
が
変
わ
り
ま
す

店
に
依
頼
す
る
。

▼
市
が
許
可
し
て
い
る
家
電
4
品
目
収
集

運
搬
業
者
に
依
頼
す
る（
許
可
業
者
は
、
各

戸
に
配
布
し
て
い
る
ご
み
分
別
辞
典
10
㌻

ま
た
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確
認
）。

▼
郵
便
局
で
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
を
支
払

い
、
自
分
で
指
定
引
取
場
所
ま
で
運
搬
す

る（
事
前
に
指
定
引
取
場
所
に
問
い
合
わ

が
必
要
）。

■
市
内
の
指
定
引
取
場
所

㈱
ア
ル
プ
ス
物
流
盛
岡
営
業
所

（
大
更
第
１
地
割
２
３
９
番
地
６
）☎
75
・

２
２
７
７

　　

ク
ー
ル
ビ
ズ
で
環
境
省
が
推
奨
す
る

室
内
温
度
は
28
℃
で
す
。
エ
ア
コ
ン
で

体
を
冷
や
し
過
ぎ
な
い
よ
う
に
、
扇
風

機
な
ど
を
使
っ
て
室
内
の
空
気
を
循
環

さ
せ
た
り
、
う
ち
わ
で
あ
お
い
だ
り
し

て「
体
感
温
度
」を
下
げ
る
工
夫
を
し
ま

し
ょ
う
。

　
暑
く
な
ら
な
い
今
の
う
ち
に
エ
ア
コ
ン

を
点
検
・
掃
除
し
、
快
適
に
夏
を
乗
り
切

る
準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
飼
い
犬
は
年
に
１
回
、
狂
犬
病
の
予
防

注
射
を
受
け
る
こ
と
が
法
令
に
よ
り
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
市
は
、
5
月
19
日
か
ら
３0
日
ま
で
市
内

を
巡
回
し
集
合
注
射
を
行
い
ま
し
た
。
ま

だ
狂
犬
病
予
防
注
射
を
し
て
い
な
い
犬
を

飼
っ
て
い
る
人
は
、
近
く
の
獣
医
師
診
療

所
ま
た
は
動
物
病
院
で
注
射
を
受
け
さ
せ

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
注
射
に
必
要
な
は
が

き
を
紛
失
し
た
人
は
、
市
民
課
環
境
衛
生

係
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

狂
犬
病
予
防
注
射
を

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

暑
い
季
節
が
や
っ
て
く
る

少
し
の
工
夫
で
快
適
に
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皆さんからの情報をお寄せください。☎・内線1202まで。

正しい交通ルールを学び事故の発
生を防ぐ春の交通安全教室を開催
（4月22日、大更小校庭）

中のあんをゴマあんに改良し、ほ
うれん草あんまんの販売を再開（5
月1日、道の駅にしね）

オープニングで元気に踊るあしろこども園の園児たち

春の訪れを告げる滝と桜
不動の滝まつり

　桜と雪の回廊八幡平ドラゴンアイ観光キャンペー
ンの一環である不動の滝まつりは5月３日、桜松公
園で開かれ、小雨降る肌寒い天気にも関わらず、多
くの観光客でにぎわいました。
　会場では、あしろこども園・畑保育園園児のダン
スや漆原栄美子さんの民謡歌謡ショー、浅沢子供神
楽会の郷土芸能などのステージイベントが行われ、
訪れた人たちは雪解けによる迫力ある滝や見ごろを
迎えた桜とともにまつりを楽しんでいました。

放牧前の牛体消毒で体の汚れなどを落とす

悠々自適の大自然ライフ
晴れ渡る空の下、七時雨牧野開牧

　市営七時雨牧野は5月18日、今季の放牧を始め、
予防接種と牛体消毒を済ませた日本短角種３1頭・黒
毛和種４頭が牧野に放たれました。
　放牧に先立ち、無事故を願う神事を実施。佐々木仁
農林課長は「農家の皆さんから預かった大切な牛。閉
牧まで事故無く管理するよう努める」と畜霊碑に祈願
し、牧野監視員とともに気を引き締めました。
　牛たちは閉牧となる11月ごろまで、気の向くまま駆
け回ったり、草を食

は

んだりしてのんびり過ごします。

真冬の熱戦準備着々と
スキーインターハイ実行委員会を立ち上げ

　令和３年度全国高等学校総合体育大会第71回全国
高等学校スキー大会実行委員会が5月11日、設立総
会・第１回総会を開き、令和４年2月の開催に向け、
関係者一同の意識の統一を図りました。
　県高等学校体育連盟など関係者4３人が出席。同会事
務局から開催準備の報告を受け、事業計画・予算や大
会開催に伴う各種要項などを審議しました。
　田村正彦市長は「本大会は国体成功の試金石となる
重要な大会。市を挙げて対応する」と意気込みました。 成功を願って県高体連木村克則会長（中央）があいさつ

大更地区の史跡などを一冊にまと
め出版（5月10日、大更コミュニ
ティセンター）

オンラインで2会場をつなぎ開催
した市教育研究所教育講演会（4月
30日、市役所多目的ホール棟）

「うるしとおやつ展」を開き、約
100点の漆器を展示販売（4月29日
～5月9日、安比塗漆器工房）

昨年より30匹増え、二列で泳ぐこいのぼり

緊張した面持ちで接種を受ける施設入所者

コロナ禍に明るい兆し
高齢者施設を対象にワクチン接種がスタート

　市の新型コロナウイルスワクチン接種は４月27
日、高齢者施設の入所者を対象に始まりました。
　この日（特非）里・つむぎ八幡平では、15人の施設
入所者にワクチンを接種。対象の人数が少なかった
こともあって、接種はスムーズに進みました。
　同施設の髙橋和人理事長は「接種後の副反応に少
しの不安はあるものの、入所者の発症や症状の重症
化を防ぐため、積極的に推進していきたい」と力強
く語りました。

ハンドル握り理解深める
寺田小の６年生対象に建設業体験学習

　市建設業協同組合は４月28日、建設業に興味・関
心を持ってもらおうと、㈾佐藤建設と㈲小野寺工務
所をスタッフに寺田小で体験学習を開きました。
　6年生7人がホイールローダーとコンバインド
ローラーの運転を体験。建設機械にじかに触れ、慣
れない操作に奮闘しながらも楽しく学びました。
　畠山あゆさんは「本物を見るのは初めてで、怖かっ
たけど、乗ってみると楽しかった。また乗ってみた
い」と目を輝かせていました。真剣な表情でコンバインドローラーを運転

子どもたちの成長願って
松川下ノ橋付近にこいのぼり80匹

　自然と触れ合う活動を行う平笠自然クラブ（渡辺
忠一会長、会員約20人）は、平笠の松川に架かる下ノ
橋付近に、こいのぼり約80匹を揚げました。
　渡辺会長は「地元住民の協力を得て、今年も掲揚する
ことができた。周囲からの評判も良く、活動への賛同者
も多いため今後も続けていきたい」と意気込みました。
　昨年よりにぎやかになったこいのぼりは、４月29
日から5月９日まで掲揚され、子どもたちの成長を
願うように元気に泳ぎ続けていました。
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▽
七
時
雨
牧
野
開
牧
を
取
材
。
短
角
と
黒
毛

を
鼻
息
を
感
じ
ら
れ
る
ほ
ど
間
近
で
見
れ
て

大
迫
力
で
し
た
。
特
に
迫
力
が
あ
っ
た
の
は

大
き
な
角
。
形
も
さ
ま
ざ
ま
で
、
何
の
気
な

し
に
柵
に
当
た
っ
た
だ
け
で
も
ゴ
ン
ッ
と
重

く
て
鈍
い
音
が
周
り
に
響
く
ほ
ど
。
子
牛
を

守
る
た
め
の
親
牛
同
士
の
力
試
し
、
穏
便
に

済
ま
せ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。�

 

吾〇
〇

▽
取
材
と
編
集
に
追
わ
れ
る
日
々
の
中
で
、今

ま
で
気
づ
か
ず
に
見
過
ご
し
て
い
た
八
幡
平

の
景
色
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
取
材
を
通
じ
て
知

る
こ
と
が
で
き
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。主
任

児
童
委
員
を
取
材
し
た
時
、陰
な
が
ら
市
を
支

え
て
い
る
人
が
い
る
こ
と
に
感
銘
を
受
け
ま

し
た
。私
も
少
し
で
も
地
域
の
た
め
に
な
る
よ

う
取
材
を
続
け
て
い
き
ま
す
。�

 

雅○
〇

【広　告】

●93●95

心
に
響
く
記
事
を
目
指
し
地
域
に
寄
り
添
う

う
し
ざ
き
・
そ
う
や
　
30
歳
　
＝
小
福
田
＝

岩
手
日
報
社
八
幡
平
支
局

支
局
長牛

崎 

想
也　
さ
ん

平成３年生まれ。花巻市出身。平成26年か
ら岩手日報社に務める。趣味はＰＣゲーム
と行楽で、着任前も妻と紅葉を楽しみに八
幡平市を訪れていたと語る。血液型はＢ型。
オーストラリアに生息する動物「クオッカ」
の画像を見て日々の疲れを癒す。

　
「
入
社
以
来
初
め
て
１
人
で
一
つ

の
自
治
体
を
担
当
す
る
こ
と
に
な

り
、
緊
張
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も

で
き
る
最
大
限
の
こ
と
を
し
た
い
で

す
」と
不
安
以
上
に
熱
い
気
持
ち
を

の
ぞ
か
せ
る
の
は
、
春
か
ら
岩
手
日

報
社
八
幡
平
支
局
に
着
任
し
た
牛
崎

想
也
さ
ん
。「
何
よ
り
も
ま
ず
地
域
の

人
に
顔
を
覚
え
て
も
ら
い
た
い
で

す
」と
笑
顔
で
話
す
。

　

幼
い
こ
ろ
か
ら
文
章
の
読
み
書

き
が
好
き
で
、
漠
然
と
マ
ス
コ
ミ
関

係
の
仕
事
に
憧
れ
を
抱
い
て
い
た
。

両
親
が
地
元
花
巻
の
児
童
劇
団「
劇

団
ら
あ
す
」の
講
師
を
務
め
る
関
係

で
、
幼
少
期
か
ら
高
校
ま
で
同
劇
団

で
活
動
し
、
大
学
進
学
を
機
に
演
劇

サ
ー
ク
ル「
劇
団
か
っ
ぱ
」に
入
団
。

脚
本
を
担
当
し
、
自
分
が
書
い
た
シ

ナ
リ
オ
で
観
客
を
楽
し
ま
せ
る
こ

と
が
と
て
も
楽
し
か
っ
た
と
振
り

返
る
。
演
劇
の
道
に
進
む
こ
と
も
考

え
た
が
、
サ
ー
ク
ル
と
し
て
岩
手
日

報
社
の
取
材
を
受
け
、
紙
面
を
読
ん

だ
と
き
に「
知
ら
な
い
人
た
ち
に
私

た
ち
の
活
動
や
思
い
を
届
け
る
形

が
あ
る
こ
と
に
気
付
き
、
強
い
や
り

が
い
を
感
じ
た
」と
同
社
へ
の
就
職

を
志
望
。「
こ
う
い
う
形
で
演
劇
に

関
わ
っ
て
い
く
こ
と
も
で
き
る
ん

だ
な
と
い
う
気
持
ち
が
後
押
し
に

な
っ
た
」と
当
時
を
思
い
返
す
。

　

入
社
後
は
整
理
部
と
大
船
渡
支

局
で
勤
務
。
明
る
い
話
題
だ
け
で
な

い
取
材
を
辛
く
感
じ
た
こ
と
も

あ
っ
た
が
、
取
材
し
た
人
か
ら
受
け

た
感
謝
の
言
葉
を
原
動
力
に
変
え
、

前
に
進
み
続
け
る
。

　
「
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
や
活
動

の
様
子
、
十
人
十
色
の
人
生
の
話
を

聞
か
せ
て
ほ
し
い
」と
語
る
牛
崎
さ

ん
。
紙
面
を
通
じ
、
届
け
た
思
い
の

先
に
笑
顔
が
あ
っ
て
ほ
し
い
と
、
今

日
も
市
内
を
駆
け
回
り
ペ
ン
を
走
ら

せ
続
け
る
。

平 舘 高 の 生 徒 に イ ン タ
ビューする牛崎さん


